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岐 

阜 

県 

公 

報 
 
 
 
 
 

毎
週 

 
 
 
 
 
 
 

発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

火
曜
日 

金
曜
日 

(
 

)
 

休
日
に
当
た
る 

と
き
は
翌
日 

(
 

)
 

       
 
 
 
 

目 
 
 
 
 

次 

 
 
 
 
 
 

人
事
委
員
会
規
則 

○
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 
 
 
 

（
人

事

委

員

会
）
四
九
九 

○
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条 

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同 

 
 
 
 
 

）
四
九
九 

○
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

（
同 
 
 
 
 
 

）
五
〇
〇 

 
 
 
 
 
 

告 
 
 
 

示 

○
有
害
興
行
の
指
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
男
女
参
画
青
少
年
課
）
五
〇
〇 

○
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
治 

 

山 
 

課
）
五
〇
〇 

○
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
の
認
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
用 

 

地 
 

課
）
五
〇
三 

○
道
路
の
区
域
変
更 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
道

路

維

持

課
）
五
〇
五 

○
道
路
の
供
用
開
始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同 

 
 
 
 
 

）
五
〇
五 

    

  
 

第

二

千

百

六

十

八

号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
火
曜
日
） 

 
 

平

成

二

十

二

年

七

月

二

十

七

日 
  
 
 
 
 
 

人
事
委
員
会
規
則 

 

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
人
事
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

廣 
 

瀬 
 

英 
 

二 
 
 

岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号 

 
 
 

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

別
表
行
政
職
の
表
知
事
の
項
本
庁
課
長
の
欄
中
「
食
品
安
全
推
進
室
長
」
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
人
事
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

廣 
 

瀬 
 

英 
 

二 
 
 

ペ
ー
ジ 

 

「
食
品
安
全
推
進
室
長 

 

清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く 

 
 り

推
進
室
長
」 

に
改
め
る
。 
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岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号 

 
 
 

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則 

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年

岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
一
の
三
知
事
の
部
本
庁
の
項
中
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
事
務
局
長
」
の
下
に
「
、

清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
推
進
室
長
」
を
加
え
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
人
事
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

廣 
 

瀬 
 

英 
 

二 
 
 

岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
七
号 

 
 
 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
本
庁
の
項
中
「
食
品
安
全
推
進
室
長
」
の
下
に
「
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
推
進
室
長
」

を
加
え
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

告 
 
 
 

示 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
十
六
号 

 

岐
阜
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
も
の
を
有
害
興
行
と
し
て
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
十
七
号 

 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

 
 

岐
阜
市
芥
見
七
丁
目
五
九 

二 

指
定
の
目
的 

 
 

土
砂
の
崩
壊
の
防
備 

三 

指
定
施
業
要
件 

１
 
指
定
興
行

 

映
 
画

 

種
 
類

 

ア
イ
ス
バ
ー
グ

 ！
 

い
い
な
り
未
亡
人
 
後
ろ
狂
い

 
美
脚
教
師
 
開
い
て
悶
絶

 

家
政
婦
が
見
た
痴
態
～
お
願
い
汚
し
て

 ～
 

花
と
蛇
３

 題
 
 
 
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
等

 

フ
ラ
ン
ス
映
画
社

 

オ
ー
ピ
ー
映
画

 

オ
ー
ピ
ー
映
画

 

オ
ー
ピ
ー
映
画

 

東
宝
ビ
デ
オ

 

配
給
会
社
名
等

 

２
 
指
定
年
月
日
 

 
 
平
成
22
年
７
月
27
日
                                    

 

３
 
指
定
理
由
 

 
 
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
又
は
著
し
く
残
忍
性
を
助
長
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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㈠ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

 
 

１ 

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

 
 

２ 
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

 

㈡ 

立
木
の
伐
採
の
限
度 

 
 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
岐
阜
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
十
八
号 

 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

 
 

恵
那
市
長
島
町
鍋
山
字
鍋
山
一
の
三
〇
、
一
の
三
一
、
一
の
三
六
三
、
長
島
町
久
須
見
字
前
平
五

八
七
の
一
、
五
八
七
の
二
、
五
八
八
の
一
、
五
八
八
の
二
、
五
八
八
の
一
四
か
ら
五
八
八
の
一
六
ま

で
、
五
八
八
の
一
八
か
ら
五
八
八
の
二
〇
ま
で
、
五
八
九
の
一
の
一
、
五
八
九
の
一
の
二
、
五
九
二

の
二
、
五
九
七
、
五
九
八
の
一
、
串
原
字
釜
井
一
九
二
九
の
二
二
か
ら
一
九
二
九
の
二
四
ま
で
、
上

矢
作
町
字
奥
達
原
一
一
七
一
の
四
三
四
、
一
一
七
一
の
四
三
五
、
字
達
原
一
二
八
五
の
三
三
（
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。） 

二 

指
定
の
目
的 

 
 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三 

指
定
施
業
要
件 

 

㈠ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

 
 

１ 

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

 
 

２ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

 
 

３ 

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

㈡ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

 
 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部

治
山
課
及
び
恵
那
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
十
九
号 

 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

 
 

郡
上
市
八
幡
町
相
生
字
荒
山
二
七
一
七
の
一
、
二
七
一
九
、
二
七
二
〇 

二 

指
定
の
目
的 

 
 

土
砂
の
崩
壊
の
防
備 

三 

指
定
施
業
要
件 

 

㈠ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

 
 

１ 

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

 

 
 

２ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

 
 

３ 

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

㈡ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

 
 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
郡
上
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
二
十
号 

 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 
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平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

   

下
呂
市
金
山
町
中
切
字
山
之
神
一
八
〇
の
三
、
萩
原
町
山
之
口
字
カ
ジ
ヤ
一
六
七
四
の
一
、
一
六

七
四
の
二
、
一
六
七
五
の
一
、
一
六
七
五
の
二
、
一
六
七
六
、
一
六
七
七
の
三
、
一
六
七
八
の
二
、

一
六
七
九
の
三
、
一
六
八
〇
の
一
、
一
六
八
〇
の
三
、
一
六
八
一
の
一
、
一
六
八
一
の
三
、
一
六
八

八
か
ら
一
六
九
四
ま
で
、
一
六
九
五
の
一
か
ら
一
六
九
五
の
四
ま
で
、
一
六
九
六
、
一
六
九
七
の
一
、

一
六
九
七
の
二
、
一
六
九
八
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で
、
一
七
〇
一
の
一
、
一
七
〇
一
の
三
、
一
七
〇
二
、

一
七
〇
三
、
一
七
〇
四
の
一
か
ら
一
七
〇
四
の
三
ま
で
、
一
七
〇
四
の
五
、
一
七
〇
四
の
七
、
一
七

〇
五
、
一
七
一
四
の
二
一
、
字
小
洞
一
六
八
二
、
字
カ
ク
ラ
一
六
八
三
、
字
大
栃
一
六
八
六 

二 

指
定
の
目
的 

 
 

水
源
の
か
ん
養 

三 

指
定
施
業
要
件 

 

㈠ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

 
 

１ 

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

 
 
 
 

字
カ
ジ
ヤ
一
六
七
四
の
一
、
一
六
七
四
の
二
、
一
六
七
五
の
二
、
一
七
一
四
の
二
一 

 
 

２ 

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。 

 
 

３ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

 
 

４ 

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

㈡ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

 
 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
下
呂
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
二
十
一
号 

 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

 
 

不
破
郡
垂
井
町
岩
手
字
岩
井
谷
二
七
六
〇
の
一
四
か
ら
二
七
六
〇
の
二
二
ま
で
、
二
七
六
〇
の
二

四
、
字
芦
谷
三
〇
一
〇
の
三
、
三
〇
一
〇
の
七
、
三
〇
一
七
の
二
、
三
〇
一
七
の
三
、
伊
吹
字
西
谷

一
二
一
八
か
ら
一
二
二
〇
ま
で
、
一
二
二
二
、
一
二
二
六
か
ら
一
二
三
六
ま
で
、
一
三
三
八
、
一
三

三
九
、
一
三
四
二
か
ら
一
三
四
六
ま
で
、
一
三
四
七
の
一
、
一
三
四
八
か
ら
一
三
五
一
ま
で
、
一
三

五
二
の
一
、
一
三
五
三
、
字
稲
荷
山
一
四
三
八
の
二
、
一
四
三
九
の
二
、
一
四
四
〇
の
二 

二 

指
定
の
目
的 

 
 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三 

指
定
施
業
要
件 

 

㈠ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

 
 

１ 

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

 

 
 

２ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

 
 

３ 

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

㈡ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

 
 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
垂
井
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
二
十
二
号 

 

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
森
林
を
保

安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

 
 

加
茂
郡
七
宗
町
神
渕
字
野
口
七
〇
一
五
、
字
田
之
洞
一
〇
一
二
一 

二 

指
定
の
目
的 

 
 

土
砂
の
崩
壊
の
防
備  
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三 

指
定
施
業
要
件 

 
㈠ 
立
木
の
伐
採
の
方
法 

 
 

１ 
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

 
 

２ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

 
 

３ 

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

㈡ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

 
 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
治
山
課
及
び
七
宗
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
二
十
三
号 

 

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
起
業
地
の
一
部
に
つ
い
て
収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
第
三
十
三

条
の
規
定
に
よ
り
あ
わ
せ
て
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

 
 

各
務
原
市 

二 

事
業
の
種
類 

 
 

各
務
原
市
道
稲
九
百
二
十
六
号
線
新
設
工
事
（
（
仮
称
）
那
加
小
網
線
・
岐
阜
県
各
務
原
市
上
戸

町
一
丁
目
地
内
及
び
岐
阜
県
各
務
原
市
川
島
小
網
町
字
本
田
浦
地
内
か
ら
同
市
川
島
小
網
町
字
乙
宮

西
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
市
道
付
替
工
事 

三 

起
業
地 

 

１ 

収
用
の
部
分 

 
 
 

岐
阜
県
各
務
原
市
上
戸
町
一
丁
目
並
び
に
川
島
小
網
町
字
本
田
浦
、
字
少
林
寺
、
字
宮
北
、
字

乙
宮
西
及
び
字
前
河
原
地
内 

 

２ 

使
用
の
部
分 

 
 
 

岐
阜
県
各
務
原
市
上
戸
町
一
丁
目
並
び
に
川
島
小
網
町
字
本
田
浦
、
字
少
林
寺
、
字
宮
北
、
字

乙
宮
西
及
び
字
前
河
原
地
内 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 
 

申
請
に
係
る
事
業
は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
上
戸
町
一
丁
目
地
内
か
ら
同
市
川
島
小
網
町
字
乙
宮

西
地
内
ま
で
の
延
長
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と
い
う
。）
を
全
体

計
画
区
間
と
す
る
「
各
務
原
市
道
稲
九
百
二
十
六
号
線
新
設
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
市
道
付
替
工

事
」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、
既
に
用
地
取
得
の
完
了
し
て
い
る
部
分
を
除
い

た
前
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。 

 
 
 

本
件
事
業
の
う
ち
、「
各
務
原
市
道
稲
九
百
二
十
六
号
線
新
設
工
事
」（
以
下
「
本
体
事
業
」
と

い
う
。
）
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
市
町

村
道
に
関
す
る
工
事
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業

に
該
当
す
る
。 

 
 
 

ま
た
、
本
体
事
業
の
施
行
に
よ
り
遮
断
さ
れ
る
市
道
の
従
来
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
付
替

工
事
は
、
道
路
法
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
市
町
村
道
に
関
す
る
工
事
で
あ
り
、
法
第
三
条
第

一
号
に
掲
げ
る
道
路
法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 
 

各
務
原
市
道
稲
九
百
二
十
六
号
線
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
各
務
原
市
長
が
市
道
に
認
定
し
た
路
線
で
あ
り
、
同
法
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
各
務
原
市
が
道
路
管
理
者
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る

充
分
な
意
志
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 
３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益 

 
 
 
 

各
務
原
市
は
、
平
成
十
六
年
に
旧
各
務
原
市
（
以
下
「
各
務
原
地
区
」
と
い
う
。）
と
旧
羽

島
郡
川
島
町
（
以
下
「
川
島
地
区
」
と
い
う
。）
が
合
併
し
て
発
足
し
た
市
で
あ
る
。 

 
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
両
地
区
間
は
、
一
級
河
川
木
曽
川
（
以
下
「
木
曽
川
」
と
い
う
。
）
に
よ

り
分
断
さ
れ
る
地
理
的
要
因
も
あ
っ
て
、
相
互
に
連
絡
す
る
自
動
車
交
通
が
可
能
な
道
路
は
、
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隣
接
す
る
羽
島
郡
笠
松
町
地
内
を
通
過
す
る
県
道
川
島
三
輪
線
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、
木
曽
川

の
渡
河
部
は
県
道
川
島
三
輪
線
の
平
成
川
島
橋
と
県
道
松
原
芋
島
線
の
川
島
大
橋
の
み
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
路
線
も
川
島
地
区
の
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、
川
島
地
区
か
ら
各
務
原
市
中
心
市
街

地
に
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
が
各
務
原
市
内
に
は
存
在
し
な
い
状
況
に
あ
り
、
生
活
圏
内
の
産
業

及
び
商
業
地
域
と
の
相
互
交
通
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
川
島
地
区
か
ら
各
務
原
市
街
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
県
道
川
島
三
輪
線
は
、
羽
島
郡
笠
松
町
地
内
で
県
道
下
中
屋
笠
松
線
と
接
続
す

る
が
、
県
道
下
中
屋
笠
松
線
は
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
及
び
自
転
車

通
行
者
に
と
っ
て
、
危
険
な
状
況
に
あ
り
、
川
島
地
区
か
ら
各
務
原
市
街
へ
の
通
勤
・
通
学
者

な
ど
の
通
行
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
川
島
地
区
に
お
け
る
医
療
機
関
は
、

無
床
の
診
療
所
の
み
で
あ
り
、
救
急
搬
送
に
つ
い
て
周
辺
市
町
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
。 

 
 
 
 

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
自
動
車
の
円
滑
な
走
行
が
可
能
で
線
形
良
好
な
二
車
線
の
道
路

が
整
備
さ
れ
、
自
転
車
歩
行
車
道
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
地
区
間
を
結
ぶ
幹
線
道
路
と

し
て
の
円
滑
な
通
行
と
交
通
の
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
、
地
域
住
民
の
利
便
等
に
寄
与
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
周
辺
の
木
曽
川
の
架
橋
箇
所
の
交
通
量
を
分
散
さ
せ
る
効
果
も
期

待
で
き
る
。 

 
 
 
 

な
お
、
本
件
事
業
に
よ
る
生
活
環
境
等
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
は
環
境
影

響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
実
施
対
象
外
の
事

業
で
あ
る
が
、
起
業
者
が
任
意
で
検
討
し
た
結
果
、
騒
音
等
が
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い

も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
相
当
程
度
存
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 

失
わ
れ
る
利
益 

 
 
 
 

起
業
者
に
よ
り
任
意
で
本
件
事
業
に
よ
り
喪
失
又
は
改
変
さ
れ
る
起
業
地
に
生
息
す
る
可
能

性
が
あ
る
希
少
な
動
植
物
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
や
既
存
文
献
、
デ
ー
タ
を
基

に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
保
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
で
、
重
要
な
動
植
物
へ
の
影
響
は
軽
微
で

あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
本
件
区
間
内
の
土
地
に
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四

号
）
に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈢ 

事
業
計
画
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
は
、
各
務
原
地
区
と
川
島
地
区
の
間
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
可
能
に
す
る
事

を
主
目
的
と
し
、
道
路
構
造
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
）
第
三
種
第
二
級
の
規

格
に
基
づ
き
、
二
車
線
の
道
路
を
建
設
す
る
事
業
で
あ
り
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
道
路

構
造
令
等
に
定
め
る
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

本
件
区
間
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
起
点
か
ら
東
進
し
た
後
、
木
曽
川
を
渡
河
し
、
川
島
地

区
の
集
落
を
避
け
つ
つ
西
進
し
て
終
点
に
至
る
東
側
ル
ー
ト
案
（
以
下
「
申
請
案
」
と
い

う
。
）
の
他
、
起
点
と
終
点
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
中
央
ル
ー
ト
案
、
起
点
か
ら
そ
の
ま
ま
南
進

し
木
曽
川
を
渡
河
後
東
進
す
る
西
側
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 

申
請
案
と
他
の
二
案
を
比
較
す
る
と
、
申
請
案
は
、
中
央
ル
ー
ト
案
と
比
較
し
て
、
潰
地
面

積
は
多
い
も
の
の
集
落
を
分
断
し
な
い
た
め
地
域
住
民
に
与
え
る
影
響
が
少
な
い
こ
と
や
、
河

畔
林
を
改
変
す
る
量
が
少
な
い
た
め
動
植
物
や
生
態
系
に
与
え
る
影
響
が
少
な
い
こ
と
、
西
側

ル
ー
ト
案
と
比
較
し
て
、
潰
地
面
積
及
び
支
障
と
な
る
物
件
が
少
な
く
地
域
住
民
に
与
え
る
影

響
が
少
な
い
こ
と
や
、
橋
長
が
短
い
た
め
工
事
施
工
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
、
事
業
費
が

廉
価
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
社
会
的
、
技
術
的
及
び
経
済
的
な
面
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
最
も

合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
本
体
工
事
の
施
行
に
伴
う
市
道
付
替
工
事
の
事
業
計
画
は
、
施
設
の
位
置
、
構
造
形

式
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比

較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の

で
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性 

 
 
 
 

３
㈠
で
述
べ
た
よ
う
に
、
各
務
原
地
区
と
川
島
地
区
と
の
間
の
円
滑
な
相
互
交
通
が
阻
害
さ

れ
て
お
り
、
住
民
の
日
常
生
活
に
お
い
て
支
障
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き

事
業
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
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れ
、
そ
れ
以
外
の
範
囲
は
使
用
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い

て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

５ 

結
論 

 
 
 

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
充
足

す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認

定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

各
務
原
市
役
所
都
市
建
設
部
用
地
課 

六 

収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
て
い
る
起
業
地 

 
 

岐
阜
県
各
務
原
市
川
島
小
網
町
字
本
田
浦
及
び
字
宮
北
地
内 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
二
十
四
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路

維
持
課
及
び
岐
阜
県
岐
阜
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路

維
持
課
及
び
岐
阜
県
岐
阜
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号 

  

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路

維
持
課
及
び
岐
阜
県
多
治
見
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

県

道 

道
路
の
種
類 

 

鶉 
 

 

笠 

松 

路

線

名 

岐
阜
市
境
川
一
丁
目
二
七
番

地
一
地
先
か
ら 
 

 同 

市
境
川
三
丁
目
一
三
八

番
地
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 

間 

後 前 区
域
変
更
前
後
別 

五
・
五

〜 三
一
・
〇 

四
・
八

〜 二
七
・
五 

敷
地
の
幅

員 （
メ
ー
ト

ル
） 

一
二
八
・
二 

一
三
〇
・
九 

延

長 

（
メ
ー
ト

ル
） 

 

備 

考 

線 
県
道 

道
路
の
種
類 

 

鶉 
 

 

笠 

松 

路

線

名 

岐
阜
市
境
川
一
丁
目
二
七
番
地
一

地
先
か
ら 

 

同 

市
境
川
三
丁
目
一
三
八
番
地

一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 
 

間 

一
二
八
・
二 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト 

ル
） 

平
成 

二
二
・ 

七
・ 

二
七 

供
用
開
始 

 

の

期

日 

平
成 

二
二
・ 

七
・ 

二
七 

備 
 

考 

（
区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か
） 

線 

県

道 

道
路
の
種

類 
上
山
田 

寺
河
戸 

 

路

線

名 

瑞
浪
市
寺
河
戸
町
字
道
下
一

二
二
二
番
一
地
先
か
ら 

 
同 

市
同 

 

町
字
同 

一

二
三
四
番
一
一 

地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 

間 

後 前 区
域
変
更

前
後
別 

一
〇
・
四

〜 

三
〇
・
五 

四
・
七

〜 

三
〇
・
三 

敷
地
の
幅

員 （
メ
ー
ト

ル
） 

一
三
九
・
〇 

一
三
九
・
〇 

延

長 

（
メ
ー
ト

ル
） 

 

備 

考 

 

線 
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
二
十
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
二
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維

持
課
及
び
岐
阜
県
恵
那
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
二
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維

持
課
及
び
岐
阜
県
恵
那
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                

県

道 

上
山
田 

 

寺
河
戸 

 

瑞
浪
市
寺
河
戸
町
字
道
下
一

二
二
二
番 

一 

地
先
か
ら 

 

同 

市
同 

 

町
字
同 

一

二
三
四
番
一
一
地
先
ま
で 

後 前 

一
〇
・
四

〜 

三
〇
・
五 

四
・
七

〜 

三
〇
・
三 

一
三
九
・
〇 

一
三
九
・
〇  

県

道 

道
路
の
種
類 

苗 

木 

恵 

那 

路

線

名 

中
津
川
市
千
旦
林
字
丸
岩
一

五
四
三
番
四
六
地
先
か
ら 

 

同 
 

市
同 

 

字
坂
本
一

五
三
七
番
八
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 

間 
後 前 区

域
変
更
前
後
別 

七
・
一

〜 一
三
・
二 

六
・
〇

〜 八
・
七 

敷
地
の
幅

員 （
メ
ー
ト

ル
） 

一
八
五
・
三 

一
八
五
・
三 

延

長 

（
メ
ー
ト

ル
） 

 

備 

考 

 

道
路
の
種
類 

 

路

線

名 

 

区 
 
 
 
 
 
 
 

間 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト 

ル
） 

 

供
用
開
始 

 

の

期

日 

 

備 
 

考 

（
区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か
） 

県
道 

道
路
の
種
類 

苗 

木 

恵 

那 

路

線

名 

中
津
川
市
千
旦
林
字
丸
岩
一
五
四

三
番
四
六
地
先
か
ら 

 

同 
 

市
同 

 

字
坂
本
一
五
三

七
番
八
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 
 

間 

一
八
五
・
三 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト 

ル
） 

平
成 

二
二
・ 

七
・ 

二
七 

供
用
開
始 

 

の

期

日 

平
成 

二
二
・ 

七
・ 

二
七 

備 
 

考 

（
区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号 
 
 

平
成
二
十
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発
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